






































平成 23（2011）年 3月 11日午後 2時 46分、三陸沖でマグニチュード 9.0の大きな地震
が発生した。ほどなくして東北の太平洋岸を襲った津波によって沿岸域は未曽有の災禍を
こうむった。津波の発生から 2 ケ月足らずの 5 月はじめに訪れた岩手県宮古市内で、家屋


























































































































治三陸大津波伝承碑」（平成 10年 6月 15日
建立）には明治 29年 6月 15 日（旧暦 5 月






きな損害と犠牲を蒙った。明治には 91 人中 75 人、昭和期には 191 人中 96 人が犠牲とな
った。このことを受けて石碑が標高 60 メートルの地点に建立された。そのなかで、「明治
廿九年にも昭和八年にも津浪は此処まで来て部落は全滅し生存者僅かに前に二人後に四人
のみ幾歳経るとも要心おせ 高き住居は児孫の和楽 想へ惨禍の大津浪 此処より下に家
を建てるな」と刻まれている（石碑は高さ 130cm、幅 60cm、厚さ 33cm）。 
昭和三陸津波を受けて高台に移転したことで今回の被災を免れた例が、岩手県釜石市唐
丹（とうに）地区と大船渡市三陸町である。津波後の居住地をみると、唐丹地区の小白浜





































































あればその火を消す風習が前述の阿波国海部郡海陽町宍喰にある（深井 2008: 189）。  
自然現象として、地震直前にイワシやマグロの大漁があったことや、湧水が出なくなる
とか涸れてしまうことが経験的に知られている。東北地方では、安政 3 年 7 月 23 日午刻







に入網したことが知られており、2009 年から 2013 年に 5 例の報告がある。リュウグウノ
ツカイ以外にも、深海性のホテイエソ、サケガシラなどが捕獲されており、こうした現象
が海の異変に直接結びつくとは実証されていないが、蓋然的にせよ今後の解明が待たれる











文治地震（ぶんじじしん）は元暦 2年 7月 9日午刻（ユリウス暦 1185年 8月 6日 12時






















































































くの研究が蓄積されてきており（赤嶺 2008; 山本・平良・山田 2013: 21-37）、現在も石
垣を中心とした『津波研究会』が活発な活動をつづけている。私は 2015年春に石垣でこの
研究会の方々とお会いし、関連する座談会をもった（秋道・上村・佐々木・島袋・島袋・
正木 2016: 202-221）。 











家数 234 軒、津波の遡上高は 19 丈 8 尺
（60m）、大浜村では死者 1227〔ママ〕1287
人、流家数 210軒、津波遡上高 14丈 5尺 8
寸（44.2m）、宮良（みやら）村では死者 1050
























の研究が進められている（河名・島袋・島袋 2006: 53-60; 河名・島袋・中田・正木・島
袋 2006: 246）。石垣島東海岸にある津波大石群のうち 4箇所が平成 23（2011）年 3月 27
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